
現在の顎関節症の臨床診査票、質問票の中で信頼性、妥当性が担保された診査方法、診断基準として、DC/TMD が広く知られている。   

しかしながら DC/TMDはその運用方法が煩雑であることから、広く臨床使用されるには至らず、より簡便かつ妥当性が担保された新たな診

察票、質問票の出現が待ち望まれていた。そのような中、日本顎関節学会 学術委員会ならびに病態分類委員会が協働して、新たな診察票、

質問票およびそれらによる診断基準の原案が完成した。 

そこで本研究では、共同研究機関に顎関節症状を主訴に来院した患者を対象として、本診察・診断システムを試用することで、本診察票、

質問票、診断システムの妥当性、信頼性の検証を行う。具体的には、1) 本診察票、質問票により得た診断結果と、核磁気共鳴画像（MRI）

診査結果を統合して得られた診断結果を比較して、本診察票、質問票により得た診断結果の妥当性を確認する、2) 本診察票、質問票により

得た診断結果と、核磁気共鳴画像（MRI）診査結果を統合して得られた診断結果の評価者間一致度を算出し、診察・診断システムの信頼性を

検証することを目的としている。対象は、共同研究機関に顎関節症状を主訴に来院した患者とし、本診察票、質問票による臨床診査を実施す

る。 
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